
向 精 神 薬 関 係 Ｑ ＆ Ａ

（１）輸出・輸入

ＱＱＱＱ１１１１ 向精神薬向精神薬向精神薬向精神薬をををを携帯携帯携帯携帯してしてしてして海外旅行海外旅行海外旅行海外旅行するにはするにはするにはするには、、、、どのようなどのようなどのようなどのような手続手続手続手続きがきがきがきが必要必要必要必要ですかですかですかですか。。。。

麻向法第５０条の１１において、「本邦から出国する者のうち、自己の疾病の治

療の目的で向精神薬を携帯して輸出する者であって省令で定めるもの」には、向精

神薬の輸出（向精神薬の携帯輸出）が認められています。

ただし、携帯輸出する向精神薬の製剤の種類や量によっては、出国の際に、「自

己の疾病の治療のため特に必要であることを証する書類（診断書・処方せん等）を

所持」することが必要な場合もあります。詳しくは、麻向法施行規則第３０条、同

法施行規則別表第１を参照してください。

また、出国先によっては、その国の法律により輸入が禁止されている向精神薬も

ありますので、事前に出国先の大使館等に確認してください。

（２）譲渡・譲受

ＱＱＱＱ２２２２ 病院等病院等病院等病院等のののの開設者開設者開設者開設者はははは、、、、誰誰誰誰にににに対対対対してしてしてして向精神薬向精神薬向精神薬向精神薬をををを譲譲譲譲りりりり渡渡渡渡すことができますかすことができますかすことができますかすことができますか。。。。

病院等の開設者が向精神薬を譲り渡すことができるのは、

①施用のため交付される向精神薬の譲渡し（麻向法第５０条の１６第１項第１

号）

②向精神薬輸入業者、向精神薬製造製剤業者、向精神薬卸売業者から譲り受け

た向精神薬の返品（麻向法第５０条の１６第１項第３号、麻向法施行規則第

３６条第１項第１号）

③臨床試験のため向精神薬試験研究施設設置者から譲り受けた向精神薬の返品、

又は向精神薬試験研究施設設置者を同時に兼ねる向精神薬卸売業者への譲渡

し（麻向法第５０条の１６第１項第３号、麻向法施行規則第３６条第１項第

４号）

④同時に兼ねる他の病院等の開設者への譲渡し（麻向法第５０条の１６第１項

第３号、麻向法施行規則第３６条第１項第５号）

⑤当該病院に勤務する職員のための福祉事業として設置されている他の病院等

の開設者への譲渡し（麻向法第５０条の１６第１項第３号、麻向法施行規則

第３６条第１項第６号）

⑥病院等に勤務する職員のための福祉事業として設置されている他の病院等の

開設者が、当該職員が勤務する病院等の開設者への譲渡し（麻向法第５０条

の１６第１項第３号、麻向法施行規則第３６条第１項第７号）

の場合があります。

ＱＱＱＱ３ ①３ ①３ ①３ ①診療施設診療施設診療施設診療施設のののの開設者開設者開設者開設者がががが個人個人個人個人からからからから法人法人法人法人にににに変変変変わったわったわったわった場合場合場合場合のののの向精神薬向精神薬向精神薬向精神薬のののの取扱取扱取扱取扱いについについについにつ

いていていていて教教教教えてくださいえてくださいえてくださいえてください。。。。

②②②②病院病院病院病院のののの開設者開設者開設者開設者がががが死亡死亡死亡死亡したしたしたした後後後後、、、、そのそのそのその息子息子息子息子がががが病院病院病院病院をををを引引引引きききき継継継継ぐぐぐぐ場合場合場合場合のののの向精神薬向精神薬向精神薬向精神薬のののの

取扱取扱取扱取扱いについてもいについてもいについてもいについても教教教教えてくださいえてくださいえてくださいえてください。。。。



①個人から法人への譲り渡しについては、麻向法施行規則第３６条第８号の規定

により、個人たる向精神薬取扱者が５０日以内に法人たる向精神薬取扱者に譲

り渡すことができます。なお、法人たる向精神薬取扱者は、第１種向精神薬及

び第２種向精神薬の譲受について記録しなければなりません。（個人の診療施

設を廃止してから法人として開設するまでに５０日を経過する場合は譲り渡す

ことができませんので、ご注意ください。）

②病院の開設者が死亡した場合は、麻向法施行規則第３６条第９号の規定により、

相続人等が５０日以内に現に所有する向精神薬を向精神薬取扱者に譲り渡すこ

とができます。したがって、引き続き息子が病院を開設する場合は、５０日以

内に相続人等から息子が開設する病院に譲り渡すこととなり、譲り受けた息子

が開設する病院においては、第１種向精神薬及び第２種向精神薬の譲受につい

て記録しなければなりません。

（３）保管・管理

ＱＱＱＱ４４４４ 向精神薬向精神薬向精神薬向精神薬はははは、、、、どのようにどのようにどのようにどのように保管保管保管保管したらよいですかしたらよいですかしたらよいですかしたらよいですか。。。。

病院・診療所の施設内で保管することとし、保管する場所は、基本的に鍵をかけ

た設備内で行うこととしてください。（鍵のかかるロッカーや引き出し等）

（４）事故

ＱＱＱＱ５５５５ 麻向法規則第麻向法規則第麻向法規則第麻向法規則第４１４１４１４１条第条第条第条第１１１１項項項項によればによればによればによれば、、、、向精神薬向精神薬向精神薬向精神薬のののの錠剤等錠剤等錠剤等錠剤等でででで１２０１２０１２０１２０錠以上錠以上錠以上錠以上のののの盗盗盗盗

取取取取がががが生生生生じたときはじたときはじたときはじたときは届届届届けけけけ出出出出ることとされていますがることとされていますがることとされていますがることとされていますが、、、、盗取盗取盗取盗取されたされたされたされた量量量量がががが１２０１２０１２０１２０錠錠錠錠にににに満満満満たたたた

ないないないない場合場合場合場合はははは事故届事故届事故届事故届はははは提出提出提出提出するするするする必要必要必要必要はありませんかはありませんかはありませんかはありませんか。。。。

麻向法規則第４１条第１項の規定は、盗取、所在不明等が発見されたときに、そ

の数量が同項に掲げる表に規定する数量以上である場合、及びそのことが推定され

る場合に届け出ることとしていますが、盗難、強奪、脅取及び詐欺であることが明

らかな場合には、同表に規定する数量以下であっても届け出ることが適当です。

（５）記録

ＱＱＱＱ６６６６ 向精神薬向精神薬向精神薬向精神薬にににに関関関関するするするする記録記録記録記録はははは、、、、何何何何がががが必要必要必要必要ですかですかですかですか。。。。

麻向法第５０条の２３第２項及び第４項の規定に基づき、第１種向精神薬及び第

２種向精神薬を譲り受け、譲り渡し、又は廃棄したときは、向精神薬の品名(販売

名)、数量、その年月日、譲受け又は譲渡しの相手方の営業所等の名称・所在地を記

録し、２年間保存しなければなりません。

ただし、患者へ向精神薬を交付したとき、施用したとき、患者から向精神薬の返

却を受けたとき、あるいは返却を受けたものを廃棄したときは、記録の必要はあり

ません。

また、これらの記録は、伝票の保存をもって記録に代えることができますが、向

精神薬が記載されていない伝票とは別に綴ってください。

なお、同一法人間での譲受け又は譲渡しがあった場合は、記録の必要があります。


